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研究成果の概要（和文）：　近年のヨーロッパの大陸帝国史研究は、帝国統治システムの構築と国民形成の相互
作用をますます強調している。本研究はこの動向の上に立って、帝国を、宗派、言語・文化、身分、階級、地域
などの差異によって把握される様々な住民集団相互、および住民集団と統治エリートとが複雑に交渉・競合・抗
争する空間として把握した。本研究の成果は、こうした過程で他者性、近代にいたっては諸国民の社会が生成さ
れる動態を解明したことにある。さらに帝国崩壊、20世紀の破局後のヨーロッパ東部社会の集合的記憶の構造を
解明し、帝国空間の再編を明らかにした。境界形成におけるロシア帝国西部とハプスブルク帝国の比較研究も大
きな成果である。

研究成果の概要（英文）：Recent historiography emphasizes the interactive process between the 
development of imperial ruling system and nation-building: an approach critical to traditional view 
on empires oppressing national societies.  Based on this historiographical trend, our project 
understands empire as a space where various groups of populace characterized by religion, class, 
gender, region, language and culture etc. are negotiating, competing and conflicting each other and 
with imperial authority.  The major contribution of the project is an concrete analysis of the 
dynamics of this process to make another political and cultural entities, or specifically national 
societies in the modern period.  Especially the comparative study on this subject in Habsburg empire
 and the Western provinces of the Russian empire is worth mentioning.  The project also analyzed 
construction of collective memories on empires after their destruction and total catastrophe of the 
20th century in the European East.  

研究分野：中央ヨーロッパ近現代史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ヨーロッパ東部の20世紀史は破局によって特徴付けられる。1990年代のユーゴスラヴィア戦争、今日のウクラ
イナ危機やEUの境界をめぐる紛争などにみられるように、破局の歴史は依然として現在性を持っている。本研究
は近年の帝国史研究の動向を受けながら、言語、法規範、宗派、知的・思想的規範などの差異は、それ自体とし
て「境界」を生成するものではなく、政治的変化、社会経済的変動と密接に結びついた広義の文化変容のなかで
他者認識のパターンを構築するものと考え、この過程を「境界性」として把握し、その動態を強調した。この成
果によって、20世紀の破局や「境界地域」の危機の把握にあたって新たな光が与えられるだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

境界地域は、諸帝国、諸文明の間に位置するものとして、異なる法規範、宗派、国家概念、知 

的・思想的・芸術的規範、交易圏などが交錯し、混交する「汽水域」的な地域と考えられてき

た。ヨーロッパでは近世以降、特に東欧、地中海地域に境界地域としての性格が顕著であり、

東欧では 19 世紀以降、さまざまな次元で摩擦、衝突が経験された。他方、境界地域は、多元

的な文化混淆の経験を通じて、「ヨーロッパ」の形成に決定的な役割を果たし、またヨーロッパ

史の来歴が本質的に問われる場所でもあった。体制転換を契機としつつ、2000 年前後から、

ヨーロッパ東部の境界性について、特に世界大戦との関連から重要な業績がいくつも現れた。

本研究は、そうした成果の上に立ち、「境界」を成立させる歴史的過程、認識の枠組みそのもの

を問うものである。境界地域を実体として認識させる経験的な観察にはたしかに圧倒的な厚み

が存在するが、本研究はさらに進んで、「境界」認識の根拠となる他者概念の形成と、それに伴

う空間の再構成を分析する。本研究は、「他者」が生成される動態を観察することによって、こ

の課題を果たす。法規範、宗派、知的・思想的規範などの相違は、それ自体として「境界」を

生成する認識の枠組みの根拠となるものではない。政治的変化、社会経済的変動とも密接に結

びついた広義の文化変容のなかで、それらをめぐる解釈枠組みは常に変化し、組み合わされて

他者認識のパターンを構築する。同時に、認識上の他者の生成は、それに応じた現実への働き

かけの根拠となる。この動態（過程）を「境界性」として把握し、近世から 20 世紀に至るこ

の動態をヨーロッパの東部において解明することが本研究の主要な目的である。この課題は同

時に「ヨーロッパ史」の構想を問うことにつながる。 

 

２．研究の目的 

「ヨーロッパ東部境界地域における他者概念の形成と空間の再構成」は、ヨーロッパ史におけ

る「境界性」の様態を解明し、その作業を通じてヨーロッパ史（西洋史）の枠組みを方法論的

に再構築することを目的とする。ヨーロッパ東部の「境界性」には、それを実体として認識せ

ざるを得ない歴史的経験と観察が存在するが、本研究では、境界地域を経験的な観察の対象と

して考えるのではなく、問題索出的な分析概念として定義する。その際、他者像が構築される

メカニズムの作動する過程を「境界性」と考え、さらにそれによって歴史的空間が再編される

場を境界地域と考える。この動態を具体的に明らかにすることにより、「境界性」が解明され、

さらに「ヨーロッパ史」を構成する上位の「文明的境界」の生成が明らかにされる。 

 

３．研究の方法 

本研究は、ヨーロッパ東部境界地域における「他者」の生成を問い、ヨーロッパ史の構想を再

考するものであり、その課題を達成するために、以下の研究班を組織し、研究を推進した。A:

「近世の複層性における境界性の解明（16-18 世紀）」、B:「境界の国民主義的再編成(18 世紀

-1930年代)」、C:「現代史における破砕（第二次世界大戦、社会主義期）、D:「境界地域の現代

都市空間における過去の想起」。また、国際文化研究センターとの協力の下に、「境界地域の共

有遺産研究」と題する共同調査・研究を組織し、二度にわたって実施した。 

 

４．研究成果 

A:「近世の複層性における境界性の解明（16-18世紀）」 

研究班 Aは、宗教改革期における空間構成と他者認識の形成について、研究を推進した。中央

ヨーロッパ大学のマティアス・リードルの協力の下に、宗教思想（終末論）が政治秩序論・歴



史認識を規定する様相を解明することができた。 

B:「境界の国民主義的再編成(18世紀-1930年代)」 

19世紀ヨーロッパのリベラリズムは、世界史における進歩の概念を中核にしつつ、ヨーロッパ

内部においても「文明と野蛮」の境界を作り出した。それは同時に教養市民による国民創造の

過程でもあった。このような問題を解明するために、ハンガリー科学アカデミー美術史研究所

の E.ビチュケイと協力し、教養市民層の美的感覚を分析し、歴史学と美術史の架橋を試みた。 

 ロシア帝国西部諸県とハプスブルク君主国における国民主義的な境界生成の比較研究も本研

究の大きな成果であった。リトアニア共和国歴史研究所と共同で行った国際会議「旧ポーラン

ド=リトアニア連合王国の領域における宗教的・国民的アイデンティティの錯綜した相互関係」

では、リトアニア、ポーランドのほか、ウクライナ、アメリカ合衆国、イスラエルから多数の

研究者を迎え、本研究事業が集中的に取り組んできた旧ポーランド東部(Kresy)/ロシア帝国西

部諸県についての研究成果を検証した。この方向はポール・ワース（ネヴァダ大学）、ダリウス・

スタリューナス（リトアニア歴史研究所）の参加を得て、「帝国を守る：帝国統治とロシア・ナ

ショナリストとの連合」と題する研究に継続した。 

「言語実践と国民文化」と題する研究は、東欧におけるユダヤ・ナショナリズム（シオニズム、

ユダヤ人ブント）の展開が、それを取り囲む他の国民主義的な思想・運動と同型の構造をもち、

またそれらとの相互作用のなかで形成されたことを明らかにした。 

C:「現代史における破砕（第二次世界大戦、社会主義期）、および D:「境界地域の現代都市空

間における過去の想起」 

 課題 Cと Dとは相互に密接に関連する。現代史における記憶の問題については、社会主義体

制からの体制転換以降の中央ヨーロッパについて、集合的記憶と都市空間の変容を中心に研究

プロジェクトを推進しているルンド大学（スウェーデン）の研究グループからバルバラ・トェ

ルンクヴィスト=プレヴァとエレオノラ・ナルフセリウスを招聘して、「都市景観の再構成と歴

史的語りの再定義」とする会議を行い、研究成果を共有した。このグループは、人類学・社会

学を軸としており、本プロジェクトの学際性を高めることとなった。 

 また、中欧における第二次世界大戦の破局の記憶と、日本での空襲の記憶の比較を試みた。 

 B、C、D の研究課題を 19 世紀から 20 世紀にわたって通時的に検討する空間として、本研

究ではガリツィアを焦点化した。ガリツィアは元来、ポーランド王国とルーシ諸公国との境界

地域であり、ルーシ法とローマ法の伝統、ローマ・カトリックと正教文化とが交錯した。さら

に都市人口に占めるユダヤ教徒の割合は高く、文化規範の多様性は、身分・階級・階層に重な

り合って、ガリツィアの境界性を高めた。19世紀後半のガリツィアは、ウクライナ・ナショナ

リズム、ポーランドの民衆的ナショナリズム、そしてイディシズムやシオニズムといったユダ

ヤ・ナショナリズムの中心地となり、境界性は、文化的・社会的問題として焦点を結ぶことに

なる。二つの世界大戦によって、この境界性は、急進的な政治的暴力と結びついて、地域の歴

史的連続性は破壊された。さらにウクライナ独立後、この地域は破砕の記憶、ウクライナ・ナ

ショナリズムとソ連をめぐるウクライナ・ナショナリストの記憶政策とが複雑に交渉・抗争す

る場となった。本研究では、上記の「言語実践と国民文化」の成果の上に立って、オスタプ・

セレダ（リヴィウ・カトリック大学）、および E.ナルフセリウス（ルンド大学）の協力を得な

がら、「ガリツィアにおける『他者』の創造/想像」、および記憶の再編について検討した。 

 国際文化センターとの共同調査・研究は 2016年度・18年度の二度にわたって行われた。2016

年度には「シロンスク・シュレージエン・スレスコ）」を実施し、建築史、社会史、文化史など、

多様な専門を持つ現地研究者と共同で、ポーランド・ドイツ・チェコ共和国にまたがるシュレ



ージエンの歴史的複層性について調査を行なった。「シロンスク」は、ポーランド語とドイツ語、

チェコ語の接触により言語が混交し、近現代における政治的アイデンティティ形成に大きな影

響を与えていたが、宗教改革以降のこの地域の複雑な宗派間関係もそこに作用している。また、

近世まで諸公国の支配が複雑に入り組み、近代までその政治的伝統の残響があった状況も、言

語・宗派間関係と相互に錯綜していた。第二次世界大戦後の住民追放と入植によって、シロン

スクの人文地理的な景観は一変したが、その劇的な人口構成の変化も、地域における他者概念

の生成の連続性の下に分析する必要があるだろう。従来、「境界地域」として想定していたのは、

異なる法規範や、異なる宗教・宗派を軸とする地域が隣接するいわば「文明」の隣接地域であ

るが（ルーシとヨーロッパの隣接するポーランド=リトアニア連合王国、オスマン帝国とヨー

ロッパの境界地域としてのバルカン）、シロンスクは相対的に小さな地域に、他者概念の生成が

集約的に観察される場である。近世の諸公国の支配領域の錯綜、宗教改革期以降の複雑な宗派

関係、ドイツ語、ポーランド語、チェコ語の言語接触は、相互に結びつきながら、この地域の

人々の政治的・社会的・文化的自己/他者概念の生成を条件づけた。19 世紀以降、この地域は

ダイナミックな産業化の中心地域となり、独特の労働者文化が形成されたが、そこにもまた近

世以来の発展が反映していた。シロンスクでは、第二次世界大戦中から戦後にかけて、ドイツ

系住民の追放や、旧ポーランド東部地域からの入植によって、歴史的な人口構成が断絶したが、

それにもかかわらず、その後のこの地域の政治的アイデンティティ形成を、他者概念の生成プ

ロセスの連続性の下に分析する視角を得たことは大きな成果であった。2018年度に行った「ボ

ヘミア・モラヴィア・スロヴァキア」境界地域研究は、以下の諸点を分析として成果を上げた。

1. 大モラヴァ国の古層、および中世初期・中期のキリスト教伝播経路と諸王国の形成過程につ

いての近現代史における想起、記念、象徴性、2.地方社会の文化的境界とハプスブルク君主国、

3. 建築・都市計画における各国民国家の国家理念の表象の比較研究（ポーランド、チェコスロ

ヴァキア）。本研究は、境界地域を問題索出的な分析概念として定義することを目指してきたが、

2016年度のシュレージエン/シロンスク/スレスコを対象とする調査を引き継ぎながら、近世か

ら現代にいたる中央ヨーロッパにおける境界生成の動態的な諸相を明らかにすることができた。 
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